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質問
入札を巡る贈収賄事件について町民の関心があるところから関連の質問をします。入札の最低
制限価格について、津幡町は不正防止に効果がある変動型を試行しているが、石川県内の自治
体では首長が価格を決裁できる9市町村となっている。新聞では、「首長に決裁権があること
は事件につながる温床。首長は選挙と切っても切れない存在。首長に権限をもたせるのはよく
ない。」と馳知事の見解が載っています。金沢市など、変動型でかつ首長に権限なしがより適
切と思われるが、より適切な入札になるよう検討しますか。

答弁（町長）
今後、首長が価格決定に関わらないようなシステムに変更するよう財務規則を見直すなどより
公正な入札にしていく。

２．行政職員の接遇、異動について

質問
行政職員の接遇に関して相手の立場に立った配慮が足りないなど声を聞いたので、１年間での
クレーム件数、接遇の研修の状況など教えてください。
一般的には3年～5年で異動しますが、平均、どれくらいで異動しますか。5年以上異動しない
職員はどれくらいいますか。その理由はどのようなものか。

答弁（総務部長）
クレームは、1年に3件～5件くらい。接遇について、県の市町村職員研修や独自の研修をして
おり、人材育成基本方針を改定し、人事評価にも反映させながら、マニュアルだけに頼ること
なく、意識向上を図っている。
・5年以上異動しない職員は約23％。主に技術、経験を必要とする部署が多い。自己申告や総
合的見地から活性化、キャリアアップを図るため、適材適所の異動を行っていく。

中島としかつ
ホームページ

「日本の農業と東京大学大学院 鈴木宜弘教授 講演会」
令和５年10月１９日シグナス、１５５名の参加ありがとうございました。
食料自給率37%という最低水準の日本。命をつなぐために国産の増産こそ
が急務なのに。コメ、生乳などの減産要請。肥料、飼料、燃料などの生産資材
コストの急騰。国産の農産物価格は安価のまま。
食料は武器であるという世界の常識。先進国は、手厚く自国の農業を支え
ているのに。なぜ長年、日本の農業潰しが行われ、食の安全も壊されてきたの
か、熱く語っていただきました。地域の農業を地産地消で、給食から見直す政
策を推進していきます。

ＪＡ、経済界、生産者から要請を受け、全
国を講演しているサムライ、鈴木教授。

南出市長と

泉大津市 南出市長の研修会、農水省オーガニック構想研修等に参加

・「安全・安心な食糧の安定的確保に関する構想」を策定。安全で栄養価の高
い米を作ってくれる自治体と提携し、高くても安全で栄養価の高い米を安定的
に確保していく。５か所の自治体と契約している。米は、妊産婦に１年間提供す
るなど少子化対策にも活用している。
・「あしゆびプロジェクト」子どもの浮足から高齢者の足の変形まで、市民モニ
ター、鼻緒の履物、大学との研究など市民の健康を足から取り組んでいる。
・新型コロナ対策を科学的な情報を発信し、予防接種被害救済にも取り組ん
でいる。

世界と日本の歴史と今を学び、地方創成に生かす。
全国の仲間と切磋琢磨し、日本と地域を守る。

右写真の中西勇太議員は、まだ小さい子どもがいるのに、脳
外科医のチームドクターを一旦辞めて、吹田市の議員となりま
した。サムライのような至誠の人です。20代の議員も何人もい
ます。元ベテラン教員、公務員、自衛隊イラク経験者、消防庁、
看護師、会社社長、自然農業、起業家など多種多様な仲間と
毎月、一緒に学んでいます。

大の里関後援会に入りました。
若者、がんばってください。

12月11日 討論。11分20秒～。

12月5日 一般質問。3時間44分17秒～。

１．より適切な入札について
２．不登校、発達障害、教育、合気道について
３．行政職員の接遇と人事異動について

１．下水サーベイランス事業の全国展開に反対
２．パンデミック条約、国際保健規則の改正に係る
情報開示の請願に賛成の討論

議会での発言は、こちらのYouTube動画を見てください。

神谷宗幣代表

2月公開映画



質問
津幡町の不登校の児童生徒数は、コロナの前の56人から96人と増えており、中学生は6.2％でクラスに
2人以上となっております。理由は、「無気力・不安・生活リズムの乱れ」が、68％で、いじめが不登校の主
な原因ではないことは、全国的なデータと同じ傾向です。生活リズムの乱れの原因として、「ゲーム、スマ
ホの依存」がよく挙げられていますが、津幡町の状況はいかがですか。

答弁
中学生では、SNS、動画を見る時間が多い。学習、睡眠、生活習慣、心の影響、リズムの乱れ、無気力にも
なる可能性がある。

不登校および発達障害の対応、教育方針、体育の合気道の導入について質問

特集 津幡町の教育をみんなで考えませんか。

不登校が、約29万9千人（過去最多）、うち学校内外で相談を受けていない児童生徒は、約11万4千
人（過去最多）、90日以上欠席している児童生徒が、約5万9千人（過去最多）、いじめの認知件数が、
約68万2千件（過去最多）、うち重大事態の発生件数が、923件（過去最多）、暴力行為の発生件数が、
約9万5千件（過去最多）。小・中・高校の自殺の報告数は、411人で、過去最多であった令和2年度より
は減少したものの、令和4年度はまた増加。若者の自殺率については、先進国で日本がずっと1位。韓国
と並んで、若年層の自殺が多い国となっている。
児童生徒の8.8％に、学習面や行動面で著しい困難を示す発達障害の可能性がある。しかし、通級指
導を受けているのは、10.6％にとどまり、残りの9割には支援が行き届いていない。

この現実は、決して、子どもたちが悪いのではない。子どもたちは心に不安を抱え、苦しんでいる。これ
は私たち大人のせいであり、大人の無責任と力のなさが現象化しているのではないか。教育は、地方行
政の一番大切な使命だと思います。
なお私の立場は、現場の先生は、十二分に頑張っておられ、問題は、親と大人含む社会環境の変化に
対応できていないシステムにあり、そこを変えようとしないところに問題があるというものです。以下、たく
さんの質問に教育長に答えていただきました。ありがとうございました。

全国の状況を前提に

質問
教育機会確保法では、「不登校は問題行動ではないこと。学校に登校するという結果のみを目標とせず
に、子供たちが自分の進路を主体的に考えられるようにすることを支援する。つまり、学校に戻るというこ
とではなく、本人の社会的な自立を目標にすると謳っている。また、教室や家庭以外にもフリースクール
など多様な学びの場の紹介し支援するとなっている。この考え方を、父母に伝えていますか。
また、金沢市のフリースクールの紹介など行っていますか。

答弁
教師はこの理念を理解している。民間フリースクールについては、必要に応じて、伝える場合もある。

質問
不登校の当事者、親は、卒業できるかをとても心配されている。不登校が続いても、中学校の卒業となる
か。

答弁
津幡町では、これまで、不登校が原因で卒業できなったケースはない。校長が判断して認定している。

・型にはめる管理教育は、日本と韓国ぐらい。世界の教育は、枠にはまらないのは、当たり前。
それが個性。「不登校」という言葉が存在しない、暖かい見守る地域社会にしていきましょう。

質問
全国で、フリースクールに補助金を出しているところがあります。月額４万円を上限として交付するところ
もあります。また、テストなし。カリキュラムを自分たちでやりたいことを自分たちで話し合って行う。受験
勉強は一切しないのに、卒業して普通の高校に行くとみんな成績上位になってしまう。そんな学校もあり
ます。公立でもそのような学校が出てきました。このようなところへ教職員の研修などをしたらよいので
はないでしょうか。

答弁
教育方針の見直しなどする場合は、今後の参考にする。

質問
通級指導教室に「もっと通わせたい。」「順番待ちとなる。」という保護者の声があります。通級指導教
室の回数、定員を増やすことを検討されていますか。

答弁
状況とニーズにより毎年検討していく。

質問
発達障害の方への薬の処方について、国連の子どもの権利委員会は2019年、日本の子どものADHDの
診断と向精神薬の処方が増加していることに深刻な懸念を示し、その根本的原因について研究を実施
することを日本に要請しています。しかし、国連の勧告に反して、向精神薬の服用はより低年齢の幼児
（例えば4歳）にまで広がっている現状があります。早期発見、早期受診という合言葉からか、学校から
精神科受診を勧められ、子どもが依存症になって飲み続けて副反応が出るケースがあるようです。発達
障害の症状だと思われる場合、先生は、保護者にどのような対応をとっているのでしょうか。

答弁
保護者に直接、精神科受診を進めることは行っていない。

質問
津幡町教育方針に町民や保護者の意見が反映できる機会はあるのでしょうか。

答弁
外部評価委員会、PTA役員が意見を言える機会がある。

質問
町内で女子学生が声掛け、写真を撮られる出来事が起きております。津幡警察署で聞いたところ、防
犯カメラをふやすこと、町内で啓発活動など取り組みをしていることが抑止になるとのことでした。今、
中学の体育での武道では柔道をしていますが、実際は、「合気道」や「空手」を選択することもできます。
合気道や空手は、本来、攻撃するというより身を護るものです。合気道や空手は、柔道に比べてケガを
しにくく、実際、合気道に関しては40ほどの自治体で行われています。手ほどき、離脱法など護身術にも
なり、男女を対象に選択肢にいれてはいかがでしょうか。

答弁
指導者の確保等の問題があり、今後の課題とする。

世界の教育事情

・オランダ：受験勉強なし。子どもに考えさせ、自己肯定感を。高学歴でも収入は上がらない。

・デンマーク：自分がどう生きたいかを考えさせる。18歳で自立生活をする。投票率８割。
農業は、大事な国土を守る仕事であり、エリートが行う。

・アメリカ：文科省はない。州によって教育制度は違う。答えは教えない。自分の経験が答えである。
自分の意見を言う。学校選択の自由。愛国教育。歴史教育。お金は自分で作るもの。
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